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「一升びん」
～環境に優しいリユース容器～

は じ め に

　リユースびんの代表格である1.8ℓびんの現状（再使用率の減少、需要と供給、回収システ

ム、回収実態）等、1.8ℓびんに係る内容を網羅した情報を提供するために本ガイドブックを作成

しました。

　また、1.8ℓびんの回収率低下の課題と対策について、自治体の工夫された回収方法の

事例や、剥がれにくいと問題になっていたラベルについて、使用上配慮してもらいたい事項をまと

めました。本ガイドブックを参考にしていただき少しでも1.8ℓびんの再使用率の向上に寄与する

ことを目的とします。

　本ガイドブックは、酒造メーカーおよび自治体をはじめ、1.8ℓびんを使用している関係者を対

象に、1.8ℓびんを取り巻く現状やリユースに必要な内容、課題について、情報等の共有を

図るための内容としておりますので関係者の皆様のお役に立つことを願っております。

　1.8ℓびんは1901年（明治33年）には日本酒の容器として登場し、昭和初期以降に量産さ

れるようになりました。使用する商品としては日本酒のほか醤油や食酢、ソース類、本格焼酎、

みりん、果実酒などに用いられ日本国内独自の規格型ボトルとして広く普及しました。

　現在、1.8ℓびんの出荷量は消費者ライフスタイルの変化や酒販店の激減など流通構造の

変化により減少していますが、使用本数の約65％は回収びんが占めています。1.8ℓびんは

容器包装リサイクル法の自主回収容器に認定されており、その認定基準は「回収率おおむね

90％」とされています。しかし、回収率は年々低下し、平成28年度では過去最低の74.5％と

なりました。自主回収認定を維持するためには、回収率の向上が課題となっています。

　1.8ℓびんは酒販店や自治体によって回収され、びん商を通じて酒造メーカーへと供給される

システムが整備されていますが、リユースびんの代表格である1.8ℓびんの回収率が低下して

いけば、この回収システムが機能しなくなることはもちろん、他のリユースびんの回収システムにも

影響を及ぼし、環境負荷の面からみてもマイナスになるのではないかと考えられます。

一升びん（以下、1.8ℓびんとする。）が減っている

ガイドブックの目的
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1.8ℓびんの現状

１００年以上の歴史を持つ1.8ℓびん1

量り売りと徳利の時代
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陶器樽

1.8ℓびんの登場
　明治になると輸入ワインびんを使ったり、陶器の1.8

ℓびんが登場するなど、日本酒の容器にもいろいろな工

夫がこらされるようになりました１。

　１８８６年（明治19年）頃に、朝鮮や上海などへの少

量輸出用や博覧会出展用として、ガラスの四合びんの

日本酒がつくられたようです。また1894年（明治27

年）には、桜正宗が国内で四合びん入りの製品を発売

しました１。

　1.8ℓびんに入った日本酒が登場したのは1901年

（明治34）とされています2 。1908年（明治41）頃には

月桂冠が1.8ℓびん入りを発売しました。また1896年

（明治29年）には、輸出用に陶器製の1.8ℓびんが使

われました。

　ガラス製の1.8ℓびんの量産を始めたのは大阪の徳

永硝子製造所という会社で、大正末期のことでした。当

時アメリカにも1.8ℓびんのような大型のびんを自動製

造する機械はなく、輸入した機械を改良して1.8ℓびん

の大量生産を実現しました。これを契機に日本酒は1.8

ℓびんで販売されるようになり、1.8ℓびんは醤油やその

他の容器としても利用されるようになりました３。

　日本酒の場合、戦前は樽とガラスびんの比率は６対

４程度でした。ガラスびんの本格普及は戦後になってか

らで、１９６５年（昭和４０年）頃には、日本酒のほとんど

がガラスびん入りになりました。そして、その大半は1.8ℓ

びんであったと思われます。1.8ℓびんは１０本入り木箱

に入れられて流通しました４。

１ 今安聰「清酒用1.8l瓶の新しいプラスチック製替栓について」日本釀造協會雜誌65 巻 (1970) 7 号
２ ガラスびんリサイクル促進協議会「びんのリサイクル通信」2008年8月5日
３ 山本孝造「びんの話」社団法人日本能率協会1990年
４ 株式会社光陽ホームページ
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　ガラスという素材は約５０００年前から存在したといわれていますが、

身近な容器として広く使われるようになったのは機械による大量生産

が始まってからです。わが国で機械による製びんが始まったのは1907

年（明治４０年代）頃で、それ以前は輸入ビールやワインの空きびんが

リユースされていました。

　びんが登場するまで、日本酒は樽で運搬され、小売店の店頭で、升

で計量して徳利に移して販売していました。酒屋が客に貸す徳利のこ

とを「通い徳利」と呼びますが、これは店と客の間を行き来するところか

ら由来した言葉です。金持ちは樽で買い、貧しい庶民は毎日飲む分だ

け徳利で買うので、この徳利のことを「貧乏徳利」と呼んだりします。




